
キャリア形成に寄与する
学び直し・リカレント教育

労働政策研究・研修機構
統括研究員 堀 有喜衣（ほりゆきえ）

2024年3月19日（火）
労働政策フォーラム／大学等の質保証人材育成セミナー

2024年3月16日-19日 労働政策フォーラム／大学等の質保証人材育成セミナー「キャリア形成に寄与する学び直し・リカレント教育」配布資料



本日の趣旨説明の内容

学び直し・リカレント教育の背景と定義

三すくみ状態（リカレント教育）の打破のために

労働市場における共通言語：日本版O-NET

教育領域における翻訳装置：NQF

フォーラムの全体紹介
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本フォーラムの趣旨・目的

なぜいま、学び直し・リカレント教育が重要なのか？

＊技術革新：第四次産業革命（デジタル化）により、雇用の自動

化による雇用喪失が予測（森山報告）

＊職業人生の長期化

＊新しい資本主義「人への投資」

＊日本の労働市場の編成原理を「メンバーシップ型」から「ジョ

ブ型」に変えようとする動きとも呼応。
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学び直し・リカレント教育の概念

教育振興基本計画

（令和5年6月16日閣議決定）

リカレント教育とは、学校教育を修了した後、社会
人が再び学校等で受ける教育のこと（recurrent：
循環）。職業から離れて行われるものか、職業に就
きながら行われるものかを問わず、職業に必要とさ
れるスキルを身につけるためのリスキリングや、職
業とは直接的には結びつかない技術や教養等に関す
る学び直しを含む概念として用いている。

資料出所：文科省（2023）

厚労労働省HP:学校教育からいったん離れたあとも、
それぞれのタイミングで学び直し、仕事で求められ
る能力を磨き続けていくことがますます重要になっ
ています。
このための社会人の学びをリカレント教育と呼んで
おり（中略）
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い傾向が強い



文科省（2023）

境界を越える
ための装置
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境界（教育界／労働界・企業間・国や社会）
を越えるための、共通言語／翻訳装置の創出／見える化

職業能力の「見える化」と社会的
な承認

⇔ホワイトカラーの職業能力証明
（職業能力評価基準や、ビジネス
キャリア制度、ジョブカード等）

日本版O-netにおける「タスク」に
よる共通言語の創出

・抽象化された共通の基準に基づき、全職業を数
値化。

・希望する職業や自分に不足するタスクを把握し、
必要な学びにつなげる。
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全国資格枠組み
（National Qualifications Framework: NQF）

◼ 各国内の学位・資格などのqualifications情報を一元
的に整理し、可視化を図る参照ツール

◼ 各国の異なる学位・資格の読みやすさ(readablity)・          
比較可能性(comparability)を高める翻訳装置

◼ これまで別々に制度づけられてきた多様な教育訓練
セクター間の関係を明らかにし、各セクターで獲得さ
れる資格に対してアウトカムや水準を設定

◼ 現在、150ヶ国以上で導入・検討（うち130ヶ国以上で
開発・導入・評価において発展的段階にあると報告：
Keevy, 2020）

Source: European Union, 2014 

NQF NQF地域共通の

資格枠組み

質保証セミナー
野田（2023）
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（試案）



フォーラムの内容（敬称略）

• 「AIと共に働くための学び直しとは？」（森山報告）

• 「産業人材ニーズと大学教育内容の関係の見える化の試み」（宮本
報告）

パネルディスカッション（３月19日：13時50分開始16時15分終了）

学び直し・リカレント教育現場からの事例

• 職業訓練の実践の取組（寺床報告）

• 東京理科大の事例（小原報告）

• 愛媛大学の事例（治多報告）
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